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本部業務の現状と課題 

 委員会で指摘された事業運営上の

問題点、課題を要約すると以下のとお

りです。 

1. グル－プ わ には基本理念(ビジ
ョン)が共有化されていない。 

 柱となる事業運営上の基本理念が

ない結果、役職員が思い思いの認識で

業務に取り組んでいる。統一した目標

到達点が共有化されず、取り組みがバ

ラバラ。 

2. 役員の選出基準、方法が不透明。 
(1) 役員の選出は、幹部役員の人縁

や裁量で選出される傾向にある

が、選定基準、方法をオ－プン

にし、ル－ル化が求められる。 

(2) オ－プンな推薦制の導入が望ま

れる。 

３．事業運営プロセス PLAN(企画)→

DO（実行）→SEE（遂行管理）の PLAN(企

画と SEE（遂行管理）の側面が殆ど機

能していない。 

(2) 企画機能が殆ど働いていない。 

 ①年次計画はあるが長期・中期各計

画、基本ビジョンがない。 

 ②新規事業開拓の企画がない。 

 ③ 活性化の具体策や危機管理対策

が未整備 

 ④役員個々、各組織（部会、区会）

が果たすべき業務の運営や処理

にかかわる規定・基準が未整備 

 ⑤過去の取扱情報が未整備 

(1) 事業遂行面でのトレースが不完
全 

 ①わ が実施している各種事業計画

について進捗のトレ－スがなさ

れていない。 

 ②地区会、部会での事業推進面で課

題解決の場がほとんどない。 

 ③．イベント実施面で各ボランティ

アグル－プ間の連携、調整が組

織化されていない。 

グループ わ の基本理念(案)検討 

 定款には事業目的（第 3 条市民の公

益増進に寄与）と実施する９つの事業

（第 5 条）が規定されているが、「事 
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業運営の柱となる基本理念（基本方

針・重点事項）が共有化されていな

い。」との反省から、委員会で議論を

重ね事業運営の拠り所とすべき重点

事項５項目を「基本理念(ビジョン)」

として以下のとおり纏めました。（基

本理念案全文は３頁を参照。） 

１．市民が真に求める事業の誠実な

遂行を第一義とする。 

 10 周年記念標語「とどけたい、あ

なたのもとへ、わの愛を」を合言葉に

会員は市民のために様々な事業に携

わっています。事業の誠実な遂行こそ

が最優先すべき使命であることを明

記しています。市民が真に求める事業

は社会経済情勢の変化に応じ時代、時

代で変化します。高齢者への福祉事業

に加え、子どもの健全育成に係わる事

業、環境保全啓発に係わる事業のウエ

イトが最近高まっています。市民の目

線に立った事業開拓は今後の大きな

課題です。 

２．市内全域における地域住民との

交流推進と地域に密着したボランテ

ィア活動の推進、定着化を図る。 

 設立当初から「地域交流と地域社会

への貢献」が求められてきました。 

区会を中核とする地域社会への貢

献は今後とも力を入れるべき重点課

題です。 

（次のページへ続く） 

 一人でも多くの参加で総会を盛り上げよう 

    平成 20 年度 グループ わ 定期総会 
  開催日 ； ５月２７日(火) 場所 ： シルバーカレッジホール 
    なお総会の議案書と出欠はがきを同封します。皆さんのご出席をお待ちしています。 

 

本部業務組織の改革案纏まる 
 業務刷新委員会委員長 加藤勇治(美工 10期) 

 42 

わ 設立後 10 年の節目の年に当たる昨年 9 月、本部役員、部会長、区会

長の中から選ばれた 10 名の委員に監査役 1名を加えた 11 名の委員から成

る「業務刷新委員会」が編成され、グル－プ わ の事業運営全般に亘って

見直しを行い、将来に繋がる基盤固めに着手することになりました。事業

運営の各分野において改善すべき課題は数多くある中で、委員全員が“改

革の本丸”として挙げた「本部業務組織の再編問題」に的を絞り半年間集

中審議を重ねた結果、漸く以下の改革案が纏まりました。 

 


